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 漁業調査船うしおうしおうしおうしおにより東京湾調査を実施しました｡ 

 

○水色は全体に良好で､扇島沖から風の塔周辺ではやや緑色がかっ

ていましたが､赤潮はみられません｡ 

○表層と底層の温度の差は、２℃程度です。水深 10ｍ付近で最も高

温だったり、表層よりも底層が高温な場所もあります。 

○外洋水の浸入による高塩分水は中ノ瀬の西側の底層に分布してい

るようです｡ 

○中ノ瀬以北では、貧酸素水塊（2.5ml/l 以下）が拡がり、底層の

溶存酸素量が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

底層の溶存酸素量(ml/l) 
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